
2018年１１月、神戸市中央区のガス管の工事現場で火災が発生し、男性作業員２人が重傷を
負った事故で、
労働基準監督署は、現場責任者らを「危険を防止する必要な措置を講じなかった」として、労働
安全衛生法違反の疑いで2月25日書類送検しました。
書類送検されたのは工事を請け負っていた建設会社と、現場を監督していた55歳の社長です。
ガス管を作業員が電動ノコギリで切断していた時に、もう１人の作業員が別のガス管の栓を緩め
たため、引火したようです。
この事故については、兵庫県警も捜査を現在も続けているようです。

昨年の神戸市内の火災で！　　　　＿西日本防災システム
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